
問題　実数，が








を満たしながら変化するとき， 

    
   

　　の最大値は であり，最小値は である。
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解答　とおくと，








は     

　　また　 
    

    
    

  

　　平面上で動点，，定点，を

　　考えると，が原点中心，半径の円周上を

　　動くとき，点間の距離の平方

　　　　　   
    

  

　　の最大値と最小値を求めればよい。

　　最大となるのはがに一致するときで，最大値は

　　　　　 
   

　　最小となるのはがに一致するときで，最小値は

　　　　　 
   


